







り、3 年目に中間審査が入るが、それを通過すれば 5 年間継続するものである。本年度は、
本センターが所有する貴重な資料を永続的に良い状態で保存するために耐火性能の収蔵
史資料室（資料庫）の増設と、大学記念館の改修に力を入れたが、来年度からはプロジェクト
のもと 5 つの研究会が本格的に始動する予定である。 
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